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⽬的 詳細反応および固体流体熱連成を考慮した計算⼿法の検証と衝突⽕炎の壁⾯熱流束の把握

内容 衝突⽕炎による定常時の壁温度分布の計測および数値解析

結果 詳細反応および固体流体熱連成を考慮した数値解析により、幅広い条件で実験の⽕炎および壁温度を再
現し、壁⾯熱流束の予測に成功。従来計測困難な壁⾯熱流束の予測⼿法を構築。

壁内部の温度分布の⽐較
（実験︓シンボル、計算︓実線）

噴流⽕炎の断⾯温度と熱発⽣率分布 衝突点の熱流束の⽐較
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Emp.F.（Baukal et al.）
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